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去
る
五
月
二
十
六
日
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

前
理
事
長
・
東 

勲
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
理
事
長
に

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
柴
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に

あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
四
年

四
月
の
発
足
以
来
二
十
五
年
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業

を
地
道
に
展
開
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
就
業

で
き
、
ま
た
、
依
頼
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
気
軽

に
仕
事
を
頼
め
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
順
調
に
実
績
を
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

歴
代
の
会
員
や
役
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
お
支
え
い
た

だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に
突
入
し
、
平

成
19
年
生
ま
れ
の
半
数
は
一
〇
七
歳
ま
で
生
き
る
と
い

う
推
計
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
や
現
役
世
代
の

非
正
規
困
窮
化
と
も
相
ま
っ
て
、
六
十
五
歳
な
ど
を
境

に
、
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
が
分
か
れ
る
と
い
う

従
来
の
図
式
が
既
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
の
精
神
で
、
高
年
齢
者

に
豊
か
な
知
識
・
経
験
・
技
能
を
活
か
し
た
仕
事
を
提

供
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
、
そ
こ
に
生

き
が
い
や
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
存
じ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
、「
空
き
家
等
管
理
業
務
」
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
積
極
的
に
対
応
す
る
方
向
で
、事
業
を
充
実
さ
せ
、

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
会
員
の
皆

様
、そ
し
て
就
労
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、

さ
ら
に
は
小
矢
部
市
民
の
皆
様
の
「
幸
せ
」
に
貢
献
す

る
団
体
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の

ご
教
示
を
賜
り
な
が
ら
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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事
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○
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○
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岡
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新
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
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タ
ー

平
成
二
十
九
年
度

理
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長
就
任
挨
拶

理
事
長
　
　

柴
田
　
敏
秋
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新
役
員
選
出

５
月
26
日
︵
金
︶
午
後
２
時
よ
り
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
セ
レ
ナ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
出
席
者
３
０
３
名
︵
委
任
状
１
５
１
名
︶
に
て
予
定
ど
お

り
に
開
会
。
副
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
優

良
会
員
表
彰
13
名
並
び
に
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰
３
名
に
表
彰
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
桜
井
市
長
、
中
西
市
議
会
議
長
な
ど
来
賓
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
役
員
改
選
の
年

︵
任
期
２
年
︶
で
あ
り
、
理

事
14
名
と
監
事
２
名
が
選
出

さ
れ
、
理
事
会
で
理
事
長
に

柴
田
敏
秋
さ
ん
︵
新
任
︶、

副
理
事
長
に
村
上
保
英
さ
ん

︵
再
任
︶
を
選
出
し
、
新
し

い
理
事
会
体
制
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
定
款
の
一
部
変
更

を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
長
年
に
わ
た
り

前
理
事
長

東

勲
さ
ん
並
び

に
理
事
・
監
事
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
４
名
の
方
々
に
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

平
成
二
十
九
年
度

定

時

総

会

開

催

本年、６月１日より「シルバー空き家管理サービス」を開始しました。

近年、空き家に関する問題は年々増加傾向にあります。庭木や雑草の繁茂による近隣住民の方々

とのトラブル、不法投棄や不法侵入、不審火まで様々です。

点検内容としては、施錠確認、庭木や雑草の繁茂状態の確認、不法投棄の有無、建物の屋根、

外壁の状態の確認など点検項目に基づき、見回りを行います。また、追加オプションとして対応

可能な範囲で除草、剪定等を行います。

空き家、空き地を適正に管理し、安全で安心なまちづくりを進めていきたいと考えています。

お申し込み

見回りor追加作業

報告書作成、送付

STEP1

STEP2

STEP3
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


今
日
ま
で
健
康
で
元
気
に
会
員
と
し
て
仕

事
が
出
来
た
事
に
感
謝
で
す
。


友
達
が
出
来
た
。


畑
作
り


会
員
と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
お
世
話
に

な
り
、
健
康
で
仕
事
が
出
来
た
事
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。


多
く
の
友
人
が
出
来
、
又
多
く
の
お
客
様

と
信
頼
関
係
が
出
来
た
事
。


畑
仕
事
、
庭
の
手
入
れ


今
日
迄
に
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら

れ
、
元
気
を
も
ら
っ
て
頑
張
れ
た
の
も
、
会

員
と
し
て
仕
事
が
出
来
た
こ
と
に
、
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。


た
く
さ
ん
の
人
の
つ
な
が
り
が
出
来
た
。


畑
作
り
、
旅
行
、
植
木
の
剪
定


優
良
会
員
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
し
た

い
で
す
。


友
人
も
出
来
、
長
い
間
仕
事
が
出
来
た
こ

と
。


３
Ｂ
体
操
、
野
菜
作
り

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

六
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
第
二
十
二
回
定
時

総
会
に
お
い
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
奥
井
美
利
子
さ
ん
が
、
優
良
会
員
と
し
て

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

︵
敬
称
略
︶

優
良
会
員
表
彰
者

石
動
西
部
　
石
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荒
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奥
井
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利
子

感
謝
状
贈
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者

前
理
事
長
　
東
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小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰

優
良
会
員
表
彰
者

感
謝
状
贈
呈
者
︹
永
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︺
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優
良
会
員
受
賞
者
の
声


優
良
会
員
受
賞
に
あ
た
っ
て
一
言


会
員
で
あ
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と


趣
味
・
特
技

石動中部

酒 井 　 勇

北蟹谷

萩 沢 一 雄

石動東部

西 村 成 明

南　谷

高 田 昭 子

東前理事長と奥井会員



優秀賞　「この年令は　無理とガマンは　ケガのもと」

 小 西 武 司（薮波地区）

佳　作　「おもいやり　あなたの声で　安全就業」

 山 田 富 雄（水島地区）
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
事
務
局
の
方
々
の
指
導
を
受
け
長
く
仕
事

︵
剪
定
︶
を
出
来
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。


友
人
と
の
絆


畑
作
り


び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。


健
康
に
も
留
意
し
て
継
続
で
き
る
様
に
意

識
す
る
。


ド
ラ
イ
ブ
、
野
菜
作
り
、
野
球
観
戦


お
陰
様
で
健
康
で
い
ら
れ
た
事
と
、
会
員

の
一
員
と
し
て
充
実
し
て
働
け
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。


良
き
先
輩
に
出
会
え
た
事
。


コ
ン
サ
ー
ト
、
家
庭
菜
園
作
り


シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
、
い
ま
の
職
場
で

仕
事
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。


会
員
と
し
て
な
に
も
し
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
少
し
で
も
会
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
。


元
気
で
会
員
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。


人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。


会
員
に
な
り
、
十
年
余
り
元
気
で
働
く
事

が
出
来
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。


こ
れ
か
ら
も
元
気
で
働
い
て
、
お
客
様
に

感
謝
し
て
も
ら
う
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


優
良
受
賞
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。


仕
事
仲
間
の
方
々
の
や
さ
し
さ
が
一
番
の

喜
び
で
す
。


休
み
の
日
は
パ
ズ
ル
で
頭
の
体
操


あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
環
境
整
備
の

仕
事
を
ま
か
せ
て
い
た
だ
き
、
関
係
各
位
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


多
く
の
方
々
と
会
う
事
が
出
来
、
こ
れ
か

ら
も
交
流
を
進
め
て
行
き
た
い
。


読
書
、
映
画
、
畑
作
り


こ
れ
ま
で
元
気
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。


楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。


食
べ
歩
き

「指差す 声だし 作業確認もう一度」
中　嶋　久　男（津沢地区）

最優秀賞

安全就業スローガン表彰者

南　谷

前 　 清 一

埴　生

山 下 政 志

南　谷

山 作 隆 雄

松　沢

広 田 　 修

埴　生

石 田 　 正

埴　生

山田由紀子

荒　川

中 島 信 子

水　島

山 田 富 雄

東蟹谷

馬 場 則 子
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高齢者活用・現役世代雇用サポート事業　就業等に関するアンケート（回答結果）

本アンケートは、会員363人を対象に平成29年１月16日から２月10日に実施したもので以下、その結果を報
告します。

１．会員の状況について（回答者人数） （　）会員登録者数

年　　　　　齢

60〜64歳 65〜69歳 70〜74歳 75〜79歳 80歳以上 無回答 計

15（22） 69（103） 87（137） 61（77） 20（24） 6 258（363）

地　　　　　区

石動西部 石動中部 石動東部 石動北部 石動南部 南　谷 埴　生 宮　島 子　撫 北蟹谷

11（14） 7（11） 18（25） 4（5） 6（7） 18（27） 29（38） 6（12） 11（14） 13（17）

東蟹谷 薮　波 津　沢 水　島 若　林 松　沢 荒　川 正　得 無回答 計

8（14） 19（34） 14（21） 14（20） 23（28） 25（36） 21（30） 4（10） 7 258（363）

＊アンケート対象者（会員）363人に対し回答者は258人であり、回答率は71.1％であった。回答の中では、年齢別では

80歳以上の方が83.3％、地区別では石動南部地区85.7％、若林地区が82.1％と高い回答率となっている。初回、アンケー

トとしては高い回答率であり、ご協力頂きました皆様に感謝いたします。

会員としての経験年数

1年未満 1〜5年 6〜10年 11〜15年 10〜20年 無回答 計

19 95 76 49 16 3 258

シルバー人材センターに入会された動機

新聞や広告で知った ハローワークで知った 知り合いから聞いた 会員からの勧め その他 無回答 計

21 32 105 68 28 4 258

＊会員の経験年数としては１〜５年が最も多く、次に６〜10年となっており全体の66.3％と多くなっている。次に、入会

された動機としては「知り合い」「会員」からの勧めなどにより、入会された方が173人と全体の67.1％であり、次にハ

ローワーク、その他の順となっている。この結果から人伝えでの会員拡大が大きな割合となっています。

２．シルバー人材センターでの就業状況について（回答者人数）

シルバー人材センターでの就業は

現在、就業している 過去に就業したが現在はない 現在、過去とも就業していない 無回答 計

209 41 6 2 258

＊現在就業中の方は209人と全体の81.0％、過去に就業し現在はしていない方が41人で15.9％、現在過去とも就業してい

ない方が2.3％となっている。就業されていない方については作業分野でのミスマッチが主な要因と考えられます。

就業されている作業分野は

屋外作業 技能作業 管理作業 事務作業 サービス分野 派遣分野 無回答 計

47 25 67 12 51 27 29 258

就業において何か希望することは

特にない 長時間働きたい 就業時間を短くしたい 違った分野で働きたい その他 無回答 計

175 20 8 1 6 48 258

＊回答者の作業分野毎の就業では管理作業、サービス分野の方が多かった。就業への希望については、「特にない」が全

体の67.8％であり、「もっと長時間働きたい」が7.8％となっております。今後、シルバー人材センターの就業形態につ

いては大きな課題になってくるものと考えております。

今回のアンケート結果については、今後の事業活動や就業拡大等に生かして参りたいと考えております。

会員の皆様にはお忙しいところご協力ありがとうございました。



安全管理委員会だより
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シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て

︵
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
︶

石
動
南
部
　
塚

田

幸

子

埴
　
　
生
　
田

村

栄

子

石
動
東
部
　
吉
村
の
り
子

昨
年
十
月
﹁
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
﹂
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
経

験
に
お
声
が
か
か
り
、

介
護
度
前
の
お
年
寄
り

の
自
宅
へ
行
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
私
達
新
人
は
二
日

間
の
研
修
で
礼
儀
、
料

理
、
掃
除
等
の
講
習
を

受
け
、
心
新
た
に
利
用

者
の
家
庭
を
訪
問
し
て

お
り
ま
す
。

個
人
情
報
の
世
の
中
、
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。﹁
高
齢
者
が

出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
願
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め

少
し
で
も
胸
の
不
安
を
聞
い
て
あ
げ
、
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
会
話
も
楽
し
み
、
笑
み
を
た
く
さ
ん
作
れ

た
ら
よ
い
な
あ
…
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人

生
の
先
輩
で
も
あ
る
利
用
者
さ
ん
か
ら
も
学
び
た
い

と
意
欲
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
宣
伝
が
行

き
届
か
ず
件
数
が
少
な
い
た
め
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会員の声

１）３Ｓ（整理、整頓、掃除）

２）作業標準は必ず守る（決められた手順）

３）危険箇所で指差呼称する「指差し確認（安全が確認できる状態）ヨシ！」

４）危険予知に心がけ、未然に防ぐ（予防）

５）健康管理（体力維持に心がける、毎朝の健康状態の確認）

６）交通安全

〈参考〉安全な作業のための安全行動指針

守ろう！安全行動指針

安
全
管
理
委
員
会 

委
員
長
　
中

村

利

夫

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
29
年
度
定
時
総
会
後
に
安
全

管
理
委
員
会
の
構
成
委
員
も
交
替
し
、
去
る
６
月
22
日
に
は
平
成
29

年
度
第
１
回
安
全
管
理
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
年
度
は
﹁
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
仕
事
に
従
事

し
、
安
全
で
災
害
の
無
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
﹂
と
な
る
よ
う

に
、
次
の
２
点
︵
①
と
②
︶
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
安
全
意
識
の
高
揚
…
安
全
・
適
正
就
業
の
Ｐ
Ｒ
、
安
全
就
業
講

習
会
の
実
施

②
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底
︵
年
４
回
以
上

︰

剪
定
、
機
械
刈
、

除
草
、
清
掃
︶

こ
の
２
点
を
重
点
的
に
委
員
会
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
全
で

適
正
な
就
業
の
た
め
、
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
、
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
﹁
指
差
呼
称
﹂
を
励

行
し
て
お
り
ま
す
。
安
全
意
識
の
高
揚
の
た
め
、
皆
様
の
作
業
前
、

作
業
中
の
安
全
確
認
等
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

﹁
就
業
時
　
気
を
引
き
締
め
　
ヨ
シ
！
　
ヨ
シ
！
﹂

﹁
無
事
故
　
無
災
害
で
　
明
る
く
　
楽
し
く
　
健
や
か
な
　
小
矢

部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
ヨ
シ
！
﹂

参
考
ま
で
に
、
私
自
身
が
就
業
の
際
、
平
素
か
ら
気
を
つ
け
て
い

る
事
項
に
つ
い
て
、
参
考
と
し
て
掲
載
し
て
お
き
ま
す
。

安
全
確
認
で
傷
害
・
賠
償
責
任
事
故
の
起
き
な
い
よ
う
、
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。役職等 氏　　名

委 員 長 中 村 利 夫

副委員長 山 田 　 操

副委員長 堀 田 五 一

委 員 渡 辺 茂 夫

委 員 前 田 宗 信

委 員 本 田 昭 記

委 員 名 越 清 美

委 員 高瀬恵美子

平成29年度

安全管理委員会名簿

左から田村会員、塚田会員、吉村会員
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平成28年度地区別懇談会が２月６日から16日まで、７会場で開かれました。

当センターの現状、安全就業や「適正就業ガイドライン」に基づく適正なシルバー就業について事務

局から説明を行いました。

質疑応答の内容は次のとおりです。（内容が重複する等、

一つにまとめて、その主旨を記載しております。）

会員募集について

Ｑ ケーブルテレビを利用して会員募集できないか。

Ａ 会員募集については色々と取り組んでおり、入会説明会開催について新聞折込等を行っているとこ

ろである。ケーブルテレビについては、これまでも「シルバーの日」のボランティア活動や会員の

つどい、「安全就業講習会」の模様を撮影し、取り上げていただいており、幅広く活用したいと思う。

 また、来年度の早い時期にホームページの改修も予定しており、様々な媒体を活用して会員拡大を

はかって行きたい。

就業関係について

Ｑ 剪定作業に従事しているが、体力的な衰えを感じる。そのためか、年々、作業の進み具合が予定よ

りも遅くなっている気がする。何か苦情等があれば教えて欲しい。

Ａ 苦情は無い訳ではない。事務局では、就業会員から進捗について確認したうえで、実情を確認し、

お客様に理解を求めている。高齢者による作業でもあり、予定が遅くなっていることにはご容赦い

ただくよう説明している。慌てず、安全第一で就業していただければと思う。

Ｑ 高齢者が関係する事故が増えている。交通安全の講習会はないか。

Ａ 今年度（平成28年度）の「安全就業講習会」では、高齢者のための交通安全に関する講義を予定

しており、是非ご参加いただきたい。

新規事業について

Ｑ 空き家管理業務の業務内容は。

Ａ 所有者に詳細を確認したうえで、当センターで空き家管理業務の工程表に基づき、通年の管理を行

うこととしている。会員が見回りを行い、その結果を所有者に報告することを「基本サービス」と

している。

 その際、所有者が庭木の剪定や除草を希望された場合は、「追加オプション」として、剪定班や、

除草班が対応することにしている。

Ｑ 介護予防・生活支援（訪問）サービスや、これから取り組む空き家管理業務については、まだまだ

認知度が低いため、これらのサービスを広く周知できるよう、市と連携して進めてもらえないか。

Ａ 空き家管理業務については、今後、市と自治会連合会と協定を締結して進めて行く予定であり、空

き家管理業務のＰＲ等、市や自治会にもご協力をいただき進めたい。訪問サービスについては、市

と協定を締結して進めている。周知については、市や地域包括支援センターと連携して、受注拡大

に努めたいと思う。

地区別懇談会について

Ｑ 懇談会や会員のつどいの開催日について、平日は就業しているため、土曜日か日曜日に開催できな

いか。

Ａ 会場確保も含めて、より多くの会員が出席できる懇談会となるように検討したい。

地区別懇談会について
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役

員

名

簿

会
　
長

浜
　
井
　
祐
　
介

副
会
長

中
　
村
　
睦
　
夫

　
〃

富
　
田
　
昭
　
美

委
　
員

太
　
田
　
昌
　
幸

　
〃

川
　
合
　
正
　
隆

　
〃

五
反
田
　
範
　
子

　
〃

○

高
　
瀬
　
恵
美
子

　
〃

塚
　
田
　
睦
　
雄

　
〃

○

名
　
越
　
清
　
美

　
〃

○

松
　
本
　
彦
　
次

　
〃

吉
　
倉
　
尚
　
幸

　
〃

葭
　
田
　
光
　
子

監
　
事

山
　
口
　
善
　
嗣

　
〃

吉
　
村
　
登
志
子

◯
印
が
新
役
員
で
す

会
員
互
助
会

書道同好会「墨
スミ

倶
ク

愛
ラブ

」は、今年も５

月26日の定時総会の会場ロビーで

作品展を開催しました。会員の日頃の成果をご覧いただけま

したでしょうか？みなさんも入会されませんか？会員の親睦

を深めつつ、楽しく書道を学ぶことができますよ。

新そばを食べよう！気軽に楽しくそば打ちを体験しませんか？

会員以外の方もＯＫ！友達を誘って参加してください。

日　時：平成29年12月3日（日）午前10時〜	 募集定員：40名

場　所：そば打ち道場（旧ＪＡいなば宮島支所）	 申し込み締め切り：11月30日（木）

参加費：シルバー会員 500円　会員以外の方 800円

お問い合わせ・お申し込み　小矢部市シルバー人材センター事務局まで

互助会だより
会員研修会のご案内

【日　時】平成29年10月24日（火）〜25日（水）	 【募集人員】50名

【参加費】男 25,000円　女 24,000円	 【参加申込について】参加申込書は、9月上旬配布予定です。

【行　程】

平成29年度の会員研修会の日程が決まりました。今から予定をつけて是非ご参加ください。

黒部峡谷散策と宇奈月温泉の旅

10/24

（火）

	 貸切バスにて	 	

小矢部バスターミナル＝〈高速〉＝富山西IC＝富山(大会)

	 8：30	 10：00〜12：30
	 富岩水上ライン(チャーター船)

＝富山(昼食) ＝  環水公園〜岩瀬浜＝滑川IC＝黒部IC＝宇奈月温泉(泊)

	 13：00〜13：40	 14：15(所要60分)　15：15頃	 17：00過ぎ
	 ※多少出発時間がかわります

10/25

（水）

	 トロッコ列車(リラックス車)

ホテル＝黒部川電気記念館(見学)＝宇奈月ー欅平(昼食後、自由行動)
	9：00	 9：42	 11：00〜13：10
	 ※12時15分より昼食

トロッコ列車(特別車)

ー  宇奈月＝黒部IC＝小矢部東IC＝小矢部バスターミナル
	 14：28	 16：30頃

同好会だより

そば打ち体験会のご案内

入会者
募集中!

活動日／毎月第２・４木曜日　午前10時〜

場　所／小矢部市シルバー人材センター２階会議室

富山県シルバー人材センター連合会設立

30 周年記念式典・講演会に参加

講師はフリーアナウンサー 草野 仁 氏



小矢部市シルバー人材センターにて行っています。

（祝日等の場合は中止）

※詳しくは、小矢部市シルバー人材センターへお尋ねください。

入会説明・相談会は

毎月第２・第４月曜日に

　14時00分から16時00分まで

毎月第２・第４月曜日に

　14時00分から16時00分まで

新規採用（4 月１日付）

主事　藤 本 雅 樹

職員異動

第42号 シ ル バ ー お や べ 平成29年８月10日 （10）

本年、４月１日付で事務局に採用されました、藤本です。会員の

皆様や事務局の諸先輩方のご指導の下、はや４ヶ月が過ぎました。

まだまだお会いしたことのない会員の方もたくさんおられますが、

少しでも会員の方々のお役に立てるように努力していきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

平成29年度「シルバーの日」の

と き　10月11日（水）

場 所　クロスランドおやべ

地区名 氏　　名

石動西部 島 津 宣 男

石動中部 嶋 田 秀 二

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 元 井 英 治

石動北部 相 浦 寅 松

南 谷 １ 前 田 清 一

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

南 谷 ３ 岡 崎 良 作

埴 生 １ 石 田 　 正

埴 生 ２ 南 　 久 男

宮 島 中 山 憲 一

子 撫 居 村 善 次

北 蟹 谷 寺 嶋 幸 敏

東 蟹 谷 福 江 清 信

薮 波 １ 藤 田 一 誠

薮 波 ２ 綾　村　多弥雄

水 島 細 川 清 二

津 沢 １ 小 松 健 蔵

津 沢 ２ 栗 山 幸 子

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 太 田 昌 幸

松 沢 １ 石　原　富士夫

松 沢 ２ 宮　田　喜久治

荒 川 １ 中 村 利 夫

荒 川 ２ 橘 　 常 夫

正 得 中 村 睦 夫

地区連絡委員名簿

ボランティア・
　　　　　会員のつどい

新
た
に
広
報
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
皆
様
の
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
、
親
し

み
易
い
広
報
誌
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員
　
　
　

松

本

彦

次

山

田

　

操



田

千

里

今年もチャリティーバザーを実施いたしますので、ご協力お願いいたします。

小矢部市にお住まいの60歳以上で、

健康で働く意欲のある方、

皆さんのご近所や

お知り合いの方に、ぜひ声かけを

お願いします。

会員募集中

平成 29 年４月にセンター
のホームページをリニューア
ルしました。

ご意見ご感想をお気軽にお
寄せください。小矢部市シルバー

http://oyabe-sjc . j p/

事務局だより

ホームページを
　　　見てね！

あ

と

が

き

お知らせ


